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特定事業者以外の事業者

温室効果ガスの排出の
抑 制 を 図 る た め の
基 本 方 針

東海カーボングループは、2050年カーボンニュートラルの実現に向け、2030年まで
にCO2排出量25％削減（2018年比）を目指します。田ノ浦工場もグループ目標達成
のためCO2排出量25%削減（2028年比）を維持しつつ更なる削減を目指します。

温室効果ガスの排出の
抑 制 を 図 る た め の
推 進 体 制

社長を委員長とする「カーボンニュートラル推進委員会」を設置し、各事業場の取組
状況を年2回点検する。

環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝ
ﾄｼｽﾃﾑ名称

適用範囲
取得

年月日

計 画 期 間 2025 年度 2027

燃料及び熱 11,129

前年度の原油換
算ｴﾈﾙｷﾞｰ使用量

県内登録の
自動車数

熊本県地球温暖化の防止に関する条例施行規則第５条
第１号該当特定事業者（大規模エネルギー使用事業者）

熊本県地球温暖化の防止に関する条例施行規則第５条
第２号該当特定事業者（自動車運送事業者）

事 業 概 要 製造業　窯業・土石製品製造業

該当する事業者要件

年度

温室効果ガスの排出の
抑制を図るため実施し
ようとする措置の内容

【設備更新等】
・焼成炉の燃料をA重油から、CO2排出係数の小さいLNGに変更する
・ボイラーの燃料をA重油から、CO2排出係数の小さいLNGに変更する
・フォークリフトの燃料を軽油から、CO2排出係数の小さい電気に変更する
・コンプレッサーの廃熱を回収し、蒸気ボイラの給水加熱に使用する
【その他の措置】
・CO2フリーメニューによる電気を購入する

年　度　区　分

①排出量 44,859 32,073 31,884

住所(法人にあって は、
主たる事務所の所在地)

東京都港区北青山一丁目２番３号

氏名(法人にあって は、
名称及び代表者の氏名)

東海カーボン株式会社
代表取締役社長　　長坂　一

区　　　　　　　　　　　分

9,405 9,215

電気 33,730 22,668 22,668

△ 100.0 △ 100.0 △ 100.0

②補完的手段に
よる削減量

10,008 10,008

削減率・増減率
(基準年度比)

△ 28.9 △ 100.0 △ 100.0

再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ

森林整備等

その他知事が認
めるもの

10,008 10,008

グリーン電力証書等

△ 100.0 △ 100.0

①－②
差引後排出量

44,859 22,065 21,876

△ 100.0△ 100.0
削減率・増減率
(基準年度比)

△ 51.2 △ 100.0

排　　出　　量

削減率・増減率
(基準年度比)

差引後排出量

削減率・増減率
(基準年度比)

原単位の考え方
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（　　）年度 （　　）年度 （　　）年度 （　　）年度 （　　）年度
基準年度
（2018）年

度

前年度
（2024）年

度

目標年度
（2027）年

度

排出の状況及び目標 排出量等の実績

温
室
効
果
ガ
ス
算
定
排
出
量
等


